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最
優
秀
賞

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

最
優
秀
賞

（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

自
由
創
作
部
門

【
一
般
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
愛
知
県
知
事
賞
〉

「
ヒ
ト
コ
ト
ザ
ウ
ル
ス
に
ご
用
心
」

い
ち
か
わ
ぴ
ぃ（

群
馬
県
高
崎
市
）

▽
優
秀
賞
〈
半
田
市
長
賞
〉

「
カ
ナ
ル
は
海
の
伝
言
屋
」

ご
と
う
あ
や
こ（

長
野
県
長
野
市
）

▽
特
別
賞
〈
ミ
ツ
カ
ン
賞
〉

「
赤
ち
ゃ
ん
卵
が
心
配
だ
！
」

山や
ま
も
と本

美み

き

こ
喜
子（
愛
知
県
高
浜
市
）

▽
特
別
賞〈
知
多
信
用
金
庫
賞
〉

「
え
」

林は
や
し

秀ひ
で

樹き

（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

▽
特
別
賞
〈
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
賞
〉

「
お
む
か
え
自
転
車
」

な
か
む
ら
れ
い
こ

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）

▽
佳
作

「
セ
ミ
」

山や
ま

田だ

い
ず
み（
東
京
都
杉
並
区
）

「『
気
』
の
国
、
日
本
」

さ
い
と
う
ま
ど
か

（
愛
知
県
刈
谷
市
）

【
中
学
生
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
公
益
社
団
法
人

半
田
青
年
会
議
所
賞
〉

「
イ
チ
と
セ
ン
」

本ほ
ん
ご
う郷
翼つ

ば
さ

（
愛
知
県
半
田
市
）

▽
特
別
賞〈
半
田
信
用
金
庫
賞
〉

「
魔
法
の
商
人
」

行ぎ
ょ
う

田だ

優ゆ
う

海み

（
千
葉
県
船
橋
市
）

▽
佳
作

「
だ
れ
で
も
参
加
オ
ッ
ケ
ー
で
す
」

井い
の
う
え上
瑞み

月づ
き

（
大
阪
府
大
阪
市
）

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
議
会
議
長
賞
〉

「
気
ま
ま
な
ラ
イ
オ
ン
」

安あ

べ部
愛ま

な

禾か

（
茨
城
県
牛
久
市
）

▽
佳
作

「
未
来
旅
行
券
」

永え
い
あ
ん安
寺じ

翔し
ょ
う

（
大
阪
府
茨
木
市
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

▽
優
秀
賞
〈
中
日
新
聞
社
賞
〉

「
花
と
ほ
う
せ
き
」

畑は
た

美み

怜れ
い

（
愛
知
県
豊
田
市
）

▽
佳
作

「
た
つ
き
先
生
大
好
き
」

吉よ
し

田だ

彩あ
や

那な

（
愛
知
県
半
田
市
）

新
美
南
吉
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

▽
優
秀
賞

〈
半
田
市
教
育
委
員
会
賞
〉

「
ソ
ウ
ス
ケ
さ
ん
と
オ
リ
ガ
ニ
」

伊い

東と
う

未み

や夜
（
愛
知
県
半
田
市
）

▽
特
別
賞

〈
新
美
南
吉
顕
彰
会
賞
〉

「
冬
空
か
ら
の
お
く
り
物
」

小こ
ば
や
し林
彩あ

の野（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

▽
佳
作

「
翻
訳
の
ヤ
ク
」

吉よ
し

田だ

成な
る

樹き

（
愛
知
県
東
海
市
）

　

今
年
は
全
国
か
ら
一
五
六
九
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
「
コ
ン

カ
ラ
ド
ウ
ジ
」
は
記
念
館
Ｈ
Ｐ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
コ
ン
カ
ラ
ド
ウ
ジ
」

萱か
や

野の

智と
も

（
大
阪
府
枚
方
市
）

コ
ン
カ
ラ
ド
ウ
ジ
と
い
う
の
は
、
不
動
明
王
の
眷け

ん
ぞ
く属
と
い

わ
れ
る
八
大
童
子
の
う
ち
の
一
人
〝
金こ

ん

伽か

ら羅
童ど

う

子じ

〟
か
ら

着
想
を
得
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

夢
と
現
実
が
交
錯
す
る

不
思
議
な
味
わ
い
の
物
語
に
は
、
ど
こ
か
宮
沢
賢
治
の

〝
風
の
又
三
郎
〟
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
や
世
界
観
に
も
心
を
惹
か
れ
ま
し

た
が
、
何
よ
り
作
者
の
文
章
の
力
に
感
服
し
ま
し
た
。
簡

潔
で
あ
り
な
が
ら
豊
か
で
、
繊
細
で
あ
り
な
が
ら
力
強
く
、

読
者
を
ぐ
ん
ぐ
ん
作
品
の
中
へ
引
っ
ぱ
っ
て
い
っ
て
く
れ

ま
す
。
冒
頭
の
部
分
か
ら
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
行
く
二
人

の
少
年
た
ち
の
情
景
が
印
象
的
に
目
に
浮
か
ん
で
く
る
の

も
、
こ
の
確
か
な
文
章
力
あ
っ
て
こ
そ
。
今
回
は
審
査
委

員
全
員
一
致
で
、
文
句
な
し
に
決
ま
っ
た
最
優
秀
賞
作
品

で
す
。（
富
安　

陽
子
）

【
審
査
員
講
評
】

第
35
回
新
美
南
吉
童
話
賞

受
賞
者
決
定
！！

審
査
結
果
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（半田中学校１年　近
こんどう

藤花
か な

奈）

【ごはん椀用デザイン】

（宮池小学校 6 年　山
やました

下華
か

音
のん

）

【汁椀用デザイン】

（宮池小学校 5 年　杉
すぎ

江
え

栞
かん

奈
な

）

【皿用デザイン】

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
南
吉
や
南
吉
作
品
に
ち
な
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る
、
半
田
市
学
校
給
食

食
器
絵
柄
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
八
七
九
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
左
の
三
作
品

が
採
用
さ
れ
、
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
に
記
念
館
会
議
室
で
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
半
田
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、

新
美
南
吉
生
誕
百
十
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は

現
在
建
設
中
の
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
、
来
年
九
月
か
ら
供

用
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
給
食
食
器
も
新
し
く
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
食
器
に
使
う

デ
ザ
イ
ン
が
募
集
さ
れ
た
の
で

す
。

　

採
用
さ
れ
た
も
の
は
、
い
ず

れ
も
単
に
絵
柄
の
良
さ
だ
け
で

な
く
、
食
器
に
施
す
イ
ラ
ス
ト

と
し
て
の
ふ
さ
わ
し
さ
も
評
価

基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

迎
え
た
表
彰
式
当
日
は
、
受

賞
者
に
よ
る
挨
拶
が
一
言
ず
つ

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
ご

ん
が
彼
岸
花
の
上
を
楽
し
そ
う

に
元
気
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
い
る

様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
き
ま

し
た
」（
近
藤
さ
ん
）、「
み
ん

な
が
毎
日
使
っ
て
い
る
食
器
に

自
分
の
絵
が
使
わ
れ
る
な
ん
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す
」（
山
下

さ
ん
）、「〝
お
じ
い
さ
ん
の
ラ

ン
プ
〟
を
初
め
て
聞
い
て
、
丸

い
と
こ
ろ
は
キ
ラ
キ
ラ
し
た
光

を
表
現
し
て
綺
麗
に
見
せ
る
よ

う
に
描
き
ま
し
た
」（
杉
江
さ

ん
）
と
語
り
、
制
作
の
意
図
や

受
賞
の
喜
び
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

新
美
南
吉

の
ふ
る
さ
と

に
住
む
子
ど

も
た
ち
が
、

南
吉
童
話
の

描
か
れ
た
食

器
で
給
食
を

食
べ
る
。
こ

れ
も
一
つ
の

顕
彰
事
業
と

し
て
、
今
後

も
末
永
く
続

い
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま

す
。

ベ
ト
ナ
ム
語
に
な
っ
た  

『
て
ん
ご
く
』

お
昼
の
お
供
は
南
吉
さ
ん

　給
食
食
器×

南
吉
童
話

!?

　

絵
本
作
家
の
長
野
ヒ
デ
子
さ

ん
に
よ
り
、
今
年
五
月
、
南
吉

の
詩
の
絵
本
『
て
ん
ご
く
』（
の

ら
書
店
）
が
出
版
さ
れ
、
更
に

十
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
ベ
ト

ナ
ム
語
版
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
か
ね

て
よ
り
、
日
本
の
絵
本
を
翻
訳

し
て
子
ど
も
た
ち
へ
届
け
る
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
、
二
〇
一
七
年
に
当
時

皇
后
だ
っ
た
美
智
子
様
が
ベ
ト

ナ
ム
に
訪
問
さ
れ
た
こ
と
。
そ

れ
ま
で
現
地
で
行
わ
れ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ

活
動
に
対
し
て
、
美
智
子
様
が

励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た

の
を
機
に
、
日
本
の
絵
本
を
翻

訳
・
制
作
・
出
版
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
〇
一
九
年
に
は
「
橋
を

か
け
る
基
金
」
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
『
て
ん
ご
く
』
が
ベ
ト
ナ
ム

語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
も
こ
の

「
橋
を
か
け
る
基
金
」
に
よ
る

も
の
で
、
美
智
子
様
の
誕
生
日

で
あ
る
十
月
二
十
日
（
金
）
に

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
基
金
は
、
同
じ
く

十
月
に
、
日
越
外
交
関
係
樹
立

五
十
周
年
事
業
と
し
て
、
ベ
ト

ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
で
「
絵
本

ウ
ィ
ー
ク
～
根
っ
こ
と
翼
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
長
野
ヒ
デ
子
さ
ん

が
講
演
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
語
に

な
っ
た
『
て
ん
ご
く
』
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
現
地
の
方
々
か

ら
見
て
南
吉
の
詩
は
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

詩
「
天
国
」
は
、
お
母
さ
ん

に
お
ん
ぶ
さ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の

幸
福
を
描
い
た
作
品
で
す
。
そ

こ
に
描
か
れ
た
幸
福
は
、
国
や

言
語
が
違
っ
て
も
等
し
く
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
い
つ
か
南
吉
の
作
品
が
、

様
々
な
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の

一
つ
に
な
る
時
が
く
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（MORE Production Vietnam・刊）
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八
月（
葉
月
）

▼
5
日　

夏
休
み「
ご
ん
ぎ
つ

ね
」教
室
。14
名
参
加
▼
11
日

「
ぱ
た
ぱ
た
絵
本
を
つ
く
ろ

う
」。52
名
参
加
▼
12
日　
「
紙

し
ば
い
屋
さ
ん
が
や
っ
て
く

る
」。60
名
参
加
▼
同
日　
「
知

多
半
島
で
採
れ
た
材
料
で
写
真

た
て
を
つ
く
ろ
う
」。64
名
参
加

▼
13
日　

長
野
ヒ
デ
子
×
長
野

麻
子
対
談
講
演
会「
お
母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ
ん
の
世
界
＝
南
吉
の

詩
か
ら
生
ま
れ
た
絵
本『
て
ん

ご
く
』」。１
５
２
名
参
加
。於
ア
イ

プ
ラ
ザ
半
田
講
堂
▼
16
日　

新
美

南
吉
記
念
館
事
業
推
進
委
員
会

▼
27
日　

第
１
９
１
回
新
美
南

吉
読
書
会
。21
名
参
加

九
月（
長
月
）

▼
9
日　

半
田
信
用
金
庫
職

員
14
名
が
奉
仕
活
動
。記
念
館

周
辺
で
除
草
と
ゴ
ミ
拾
い
▼
10

日　

第
35
回
新
美
南
吉
童
話
賞

作
品
募
集
締
切
。応
募
総
数
１

５
６
９
編
▼
同
日　

東
海
テ

レ
ビ「
銅
像
ス
タ
ー
調
査
隊
！
」

で
安
城
市
に
あ
る
南
吉
像
が
特

集
さ
れ
る
▼
15
日　

さ
く
ら
小

で
出
前
授
業
。47
名
参
加
▼
18

日　
「
Ａ
Ｍ
Ｉ　

南
吉
を
歌
う
」。

20
名
参
加
▼
20
日　
「
ご
ん
の

秋
ま
つ
り
」始
ま
る（
～
10
月
4

日
）。期
間
中
来
場
者
10
万
人

▼
21
日　

亀
崎
小
で
出
前
授

業
。
77
名
参
加
▼
22
日　

成

岩
小
で
出
前
授
業
。81
名
参
加

▼
23
・
24
日　
「
ハ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」▼
25
日　
「
彼

岸
花
ウ
ォ
ー
ク
」。14
名
参
加
▼

27
日　

板
山
小
で
出
前
授
業
。

62
名
参
加
▼
29
日　

乙
川
小

で
出
前
授
業
。90
名
参
加
▼
30

日　
「
折
花
体
験
」。41
名
参
加

▼
30
日　
「
み
ん
な
の
南
吉
展
」

始
ま
る
。於
ク
ラ
シ
テ
ィ・
半
田

赤
レ
ン
ガ
建
物（
～
10
月
9
日
）

十
月（
神
無
月
）

▼
1
日　
「
グ
ラ
ス
ワ
ッ
ク
ス

サ
シ
ェ
作
り
」。21
名
参
加
▼
4

日　
「
ご
ん
の
誕
生
日
」。記
念

館
受
付
で
合
言
葉
を
言
う
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
。94
名
参
加
▼
12

日　

乙
川
東
小
で
出
前
授
業
。

68
名
参
加
▼
13
日　

半
田
小

で
出
前
授
業
。56
名
参
加
▼
15

日　

第
35
回
新
美
南
吉
童
話
賞

一
次
審
査
会
▼
同
日　
「
み
ん
な

の
南
吉
展
ｉ
ｎ
新
美
南
吉
記
念

館
」始
ま
る（
～
11
月
26
日
）▼

22
日　

第
１
９
２
回
新
美
南
吉

読
書
会
。27
名
参
加
▼
28
・
29

日　

第
九
回「
は
ん
だ
山
車
ま

つ
り
」。新
美
南
吉
生
誕
１
１
０

年
記
念
ブ
ー
ス
を
出
展
▼
29

日　
「
南
吉
と
長
野
ヒ
デ
子
の

母
の
世
界
展
」終
了
。会
期
中

観
覧
者
数
２
２
９
５
５
名

十
一
月（
霜
月
）

▼
1
日　

第
35
回
新
美
南
吉
童

話
賞
最
終
審
査
会
▼
3
日　

企

画
展「
詩
と
游あ

そ

ぶ
・
新
美
南
吉
と

知
多
の
自
然
～photographs 

by 

相
地
透
」始
ま
る（
～
翌
年

1
月
21
日
）▼
3
～
５
日　
「
童

話
の
森
の
文
化
祭
」▼
4
日　

半

田
少
年
少
女
合
唱
団
・
新
美
南

吉
生
誕
１
１
０
年
記
念
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」

▼
7
～
12
日　

新
国
立
劇
場

で
南
吉
の
晩
年
を
描
い
た
戯
曲

「
君
は
即
ち
春
を
吸
ひ
こ
ん
だ

の
だ
」
が
上
演
さ
れ
る
▼
12

日　
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教

室
」
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」▼
24
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「
県
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の
日
学
校
ホ
リ
デ
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」で
記
念

館
を
無
料
開
放
▼
26
日　
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市
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給
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イ
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コ

ン
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▼
同
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第
１
９
３
回

新
美
南
吉
読
書
会
。22
名
参
加

榊原澄香ペーパーアート展
～紙から生まれる南吉童話の世界～
榊原澄香ペーパーアート展

～紙から生まれる南吉童話の世界～
榊原澄香ペーパーアート展

～紙から生まれる南吉童話の世界～

　ペーパーアート作家・榊原澄
すみ

香
こ

さんが
南吉童話を題材に制作した作品を展示
します。新作やペーパーアート絵本『ごん
ぎつね』『正坊とクロ』の挿絵など。

会期　令和6年1月27日（土）～
　　　　　　　　　　　　4月7日（日）

「空気ポンプ」©榊原澄香

詳細情報は
記念館 HP へ

▼

兄さんは僕について
すべてを知ってる
～新美南吉にとっての巽聖歌～

文学
講座

日時　令和6年3月23日（土）
　　　①10時～12時／②14時～16時
場所　南吉記念館 会議室
講師　遠山光嗣（南吉記念館館長）
定員　各回36名（先着順・参加無料）
申込み　2月10日（土）から記念館へ
　　　　〈☎0569-26-4888〉

　南吉の死後、彼の作品を世に出すた
め尽力した詩人・巽聖歌。南吉にとって
同じ北原白秋門下の兄弟子で、「いい兄
さん」とも慕ったその関係に迫ります。

日
誌
抄‥
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せ
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令和5年度半田市新美南吉読書感想画コンクール受賞作品

　半田市が開催している新美南吉読書感想画コンクール（事務局：半田市立図書館）には、今年度も
たくさんの応募がありました。このコンクールは市内の小中学生が、南吉作品を読んだ感想を絵にす
るというものです。審査に小学校の教諭をはじめ、南吉記念館館長も加わっています。
　今回は 1,678 点の応募作品の中から 36 点が選ばれました。そのうち半田市長賞、半田市教育委員
会賞、新美南吉記念館賞、半田市立図書館賞、優秀賞（5 名）を受賞した 9 作品をご紹介します。

〈新美南吉記念館では 1月 4日（木）～ 2月 4日（日）まで優良賞を含む受賞作品 36点を展示します〉

●半田市長賞
「木のまつり」

榊
さかきばら

原創
そう

琉
る

（青山中学校 3 年）

●半田市教育委員会賞
「かなしいごん」

澤
さわ

田
だ

栞
かん

奈
な

（板山小学校 3 年）

●新美南吉記念館賞
「温かさ」

長
おさ

利
り

心
この

花
か

（乙川中学校 2 年）

●半田市立図書館賞
「みんなうれしい木のまつり」

中
なかむら

村美
み

音
のん

（雁宿小学校 2 年）
●優秀賞

「きつねがつきませんように」
村
むら

井
い

里
り ほ

帆（雁宿小学校 1 年）

●優秀賞
「この世界は美しい」

石
いし

田
だ

莉
り お

織（雁宿小学校 4 年）

●優秀賞
「文六ちゃん、真夜中の恐怖」

中
なかしま

島悠
ゆう

人
と

（岩滑小学校 5 年）

●優秀賞
「みんなの井戸」

冨
とみざわ

澤希
のぞ

美
み

（岩滑小学校 6 年）

●優秀賞
「春の暖かさとおじいさんの優しさ」

瀬
せ

口
ぐち

 葵
あおい

（乙川中学校 1 年）
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